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S&P 500®月例レポート（2021 年 5 月配信）  

THE S&P 500 MARKET: 2021 年 4 月  

「ニュースを広げよう」（「ニューヨーク・ニューヨーク」の歌詞）、

あるいは「今、この時この場所から伝えよう」（ジョン・F・ケネディ

の演説）、ニューヨーク市が 2021 年 7 月 1 日から経済を全面再開する

というニュースを。少なくとも市長が州知事の承認を得ることができれ

ばこれは実現します（つまり両者が話をする必要があるということで

す）。企業は在宅勤務の従業員をオフィスに呼び戻し始めるでしょう

（米国の多くの地域と同様に）。そして家計所得のデータ（3 月は景気

刺激策の効果で 21.1％増）が何らかの兆候を示すのであれば、消費が

過去最高を記録し、バーが賑わう可能性があります（少なくともそうな

ることを期待しています）。筆者はと言えば、数多くの飲み会の約束の

幾つかを果たし、再び「この街の一部になりたい」と思っています。 

 

個人的見解: 高く誇らしく飛び立とう、そして落下しな

ければならないなら、忘れてならないのは…. 

 

好調が続きました。ただ終わりはいつかやって来ます。春の雨上がりの

タンポポ（あるいは雑草）の生長を上回る勢いで利益が伸びると、最高

値からの落下ペースは、初冬の凍えるような寒さで葉が落ちるよりも急

速なものになります。経済成長は実際の現金給付やワクチン接種率のチ

ャートに照らして評価する必要があり、ガーデニングを担当する FT は

警戒を続けました（F こと米連邦準備制度理事会［FRB］は、テーパリ

ング［緩和縮小］について議論することにさえ言及しておらず、T こと

財務省に関しては、直近の財政支出プログラムに満足していない向きが

いるとしても、現在 2 つの対策を提案しており、もう少しお待ちいた

だきたい）。庭に肥料を撒いたのは懐が潤った消費者でした。外に出て

（安全か否かは別にして）日常生活を取り戻し（消費者は少なくとも日

常生活がどんなものであったか覚えていました）、消費に走り、記録的

な消費ブームにつながることが見込まれています。消費者が財布の紐を

緩め始めた影響は、第 1 四半期の決算発表に反映されており、それは

84％が予想を上回ったこと（297 銘柄中 249 銘柄。過去平均は 67％） 

http://www.japanese.spdji.com/
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だけでなく、その超過幅の規模からも明らかです。過去最高は第2四半期まで予想されていません

でしたが、このまま行くと第1四半期も過去最高となりそうです（著しく低調だった2020年第1四

半期から135％増）。第3四半期と第4四半期も過去最高が見込まれる中（第2四半期は若干落ち込

むものの、第1四半期に次いで過去2番目の好決算になる見込みです）、こうした決算結果は、既に

楽観的だった市場に勢いを与え、S&P 500指数は4月に終値ベースでの最高値をさらに10回更新し

ました（21営業日中。年初来で25回）。最終的に年初来の上昇率は11.32％（年率換算37.94％）と

なり、投資家の間ではピークが近いとの声も聞かれました（そして流動性が高い銘柄に資産を再配

分する動きもありました）が、市場から退出する投資家はほとんどいませんでした（売りは減り、

売買高は減少しました）。追加刺激策（インフラ向けと家庭向け）が議論されており、消費意欲は

高まっているため、上昇圧力は続くでしょう（いずれ終わりが来るまで）。ジョンソン・エンド・

ジョンソンのワクチン接種の一時停止でさえ楽観論に影響を与えなかったため、「いずれ訪れる終

わり」をもたらす可能性があると現在考えられるのは次の要因です。新たな変異株や感染症、イン

フレの強力な兆候（過度の消費ブーム、コストプッシュ、供給と労働力の不足による）、債務コス

トの上昇（企業でなく、国家の債務）、価格転嫁への強い抵抗（利益率の低下。第1四半期の営業

利益率は12.81％と過去最高を記録する可能性があります）、米国以外の景気後退（中国の活況に

もかからわらず欧州と他のアジアで悪化）、非常に多く（のマネーマネジャー）が（自らの利益を

守るために）一斉に利益確定に動くこと、そして頼りになる昔馴染み、すなわちワシントンです

（レーガン元大領領曰く、最も恐ろしい9単語とは「I'm from the government and I'm here to 

help（政府から助けにやって来ました）」）。 

過去の実績を見ると、4月は64.5％の確率で上昇し、上昇した月の平均上昇率は4.33％、下落した

月の平均下落率は3.35％、全体の平均騰落率は1.44％の上昇となっています。S&P 500指数は2021

年4月に5.24％の上昇となりました。 

5月は58.1％の確率で上昇し、上昇した月の平均上昇率は3.17％、下落した月の平均下落率は

4.68％、全体の平均騰落率は0.12％の下落となっています。 

今後の米連邦公開市場員会（FOMC）のスケジュールは、6月15日-16日、7月27日-28日、9月21日

-22日、11月2日-3日、12月14日-15日、2022年1月25日-26日となっています。 

S&P 500指数は4月に5.24％上昇して4,181.17で月を終えました（配当込みのトータルリターンは

プラス5.34％）。3月は3,972.89で終え、4.24％の上昇（同プラス4.38％）、2月は3,811.15で終

え、2.61％の上昇（同プラス2.76％）でした。過去3カ月間では12.57％上昇（同プラス

12.98％）、年初来では11.32％上昇（同プラス11.84％）、過去1年間では43.56％上昇（同プラス

45.98％）、コロナ危機前の2020年2月19日の終値での高値からは23.48％上昇して月を終えました

（同プラス26.02％）。ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ平均）は初めて34,000ドルを突破

し、2.71％上昇の33,874.85ドルで月を終えました（配当込みのトータルリターンはプラス

2.78％）。3月は33,072.88ドルで終え、6.62％の上昇（同プラス6.78％）、2月は30,932.37ドルで

終え、3.17％の上昇（同プラス3.43％）でした。過去3カ月間では12.98％上昇（同プラス
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13.52％）、年初来では10.68％上昇（同プラス11.30％）、過去1年間では39.14％上昇（同プラス

42.12％）でした。 

⚫ 主なポイント 

▪ S&P 500 指数は 4 月に 5.24％上昇しました（配当込みのトータルリターンは

プラス 5.34％）。3 月は 4.24％上昇（同プラス 4.38％）、2 月は 2.61％上昇

（同プラス 2.76％）、過去 3 カ月間では 12.57％上昇（同プラス

12.98％）、年初来では 11.32％上昇（同プラス 11.84％）、過去 1 年間では

43.56％上昇（同プラス 45.98％）でした。 

▪ 同指数は 4 月に終値ベースで最高値を 10 回更新し（1 月、2 月、3 月はそれ

ぞれ 5 回）、初めて 4,000、4,100、4,200 の大台を突破しました。 

▪ コロナ危機前の 2020 年 2 月 19 日の終値での高値からは 23.48％上昇し（同

プラス 26.02％）、終値ベースで 45 回、最高値を更新しました。 

▪ 2020 年 11 月 3 日の米大統領選挙以降では同指数は 24.10％の上昇（同プラ

ス 25.06％）でした（バイデン大統領就任以降に 23 回、最高値を更新してい

ます）。 

▪ 強気相場入りして以降、2020 年 3 月 23 日の底値から 86.88％上昇していま

す（同プラス 90.33％）。 

o 米国 10 年国債利回りは 3 月末の 1.74％から 1.62％に低下して月を終えました

（2020 年末は 0.92％、2019 年末は 1.92％、2018 年末は 2.69％、2017 年末は

2.41％）。30 年国債利回りは 3 月末の 2.41％から 2.29％に低下して取引を終えま

した（同 1.65％、同 2.30％、同 3.02％、同 3.05％）。 

o 英ポンドは 3 月末の 1 ポンド＝1.3784 ドルから 1.3817 ドルに上昇して月を終えま

した（同 1.3673 ドル、同 1.3253 ドル、同 1.2754 ドル、同 1.3498 ドル）。ユーロ

は 3 月末の 1 ユーロ＝1.1727 ドルから 1.2020 ドルに上昇して月を終えました（同

1.2182 ドル、同 1.1172 ドル、同 1.1461 ドル、同 1.2000 ドル）。円は 3 月末の 1

ドル＝110.78 円から 109.33 円に上昇し（同 103.24 円、同 108.76 円、同 109.58

円、同 112.68 円）、人民元は 3 月末の 1 ドル＝6.5524 元から 6.4745 元に上昇し

ました（同 6.5330 元、同 6.9633 元、同 6.8785 元、同 6.5030 元）。 

o 原油価格は 3 月末の 1 バレル＝59.55 ドルから 63.492 ドルに上昇して月を終えま

した（同 48.42 ドル、同 61.21 ドル、同 45.81 ドル、同 60.09 ドル）。米国のガソ

リン価格（EIA による全等級）は、3 月末の 1 ガロン＝2.941 ドルから 2.962 ドル

に上昇して月末を迎えました（同 2.330 ドル、同 2.658 ドル、同 2.358 ドル、同

2.589 ドル）。 

o 金価格は 3 月末の 1 トロイオンス＝1,709.50 ドルから 1,768.80 ドルに上昇して月

の取引を終えました（同 1,901.60 ドル、同 1,520.00 ドル、同 1,284.70 ドル、同

1,305.00 ドル）。 
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o VIX 恐怖指数は 3 月末の 19.40 から 18.61 に低下して月を終えました。月中の最高

は 19.90、最低は 15.38 でした（同 22.75、同 13.78、同 16.12、同 11.05）。 

o 同指数の 2020 年の最高は 85.47、最低は 11.75 でした。 

o 2021 年第 1 四半期決算に関しては、297 銘柄のうち 249 銘柄（83.8％）で利益が

予想を上回り、292 銘柄のうち 230 銘柄（78.8％）で売上高が予想を上回りまし

た。 

o 2021 年第 1 四半期の利益予想は 2021 年第 1 四半期末から 17.3％引き上げられ、1

年前（2020 年第 1 四半期末）からは 9.9％の上方修正となりました。利益は第 1 四

半期として過去最高（2021 年第 3 四半期と第 4 四半期も同様にそれぞれ過去最

高）を記録する見通しで、前期比では 19.9％増益、2010 年第 1 四半期以来の低水

準となった 2020 年第 1 四半期からは 2 倍以上となる 135％増益が見込まれていま

す。営業利益率は 12.81％と過去最高となっています。 

o 2021 年については、4 四半期とも過去最高益を更新する見通しで、2020 年比で

50.0％増益が見込まれており、2021 年の予想 PER は 22.8 倍となっています。 

o 2022 年は 2021 年比でさらに 12.3％増益が見込まれ、同年の予想 PER は 20.3 倍と

なっています。 

o 米国の新型コロナウイルス対応のための財政政策： 

▪ 第 1 弾：医療機関への財政支援やウイルス感染拡大防止に 83 億ドルの資金

拠出。 

▪ 第 1 段階：2 週間の疾病休暇および最長 10 週間の家族医療休暇の給与費用に

対する税額控除。 

▪ 第 2 段階：労働者、中小企業、事業会社、病院や医療関係機関に対する直接

支援、ならびに融資保証を提供する 2 兆 2,000 億ドルのプログラム。 

▪ 第 3 段階：（中小企業向け）給与保証プログラム（PPP）に 3,100 億ドルと

医療機関に 750 億ドルを含む、総額 4,840 億ドルの供出。ただし、州政府お

よび地方自治体に対する資金支援は行わない。 

▪ 第 4 段階：議会は新型コロナウイルス関連対策として、個人への直接給付金

600 ドル（所得制限あり）などを盛り込んだ総額 9,000 億ドルの財政パッケ

ージを（ようやく）可決。 

▪ 第 5 段階：バイデン大統領が就任前に提案した 1 兆 9,000 億ドルの追加の財

政刺激策は、政権発足後に共和党から 6,180 億ドル規模の代替案が提示され

ましたが、若干の修正は加えられたものの、ほぼ民主党の公約通りの形で議

会承認され、個人向けの直接給付金 1,400 ドルの支払いが始まりました（小

切手送付よりも口座への直接振り込みの割合が多い）。また、今回の経済対

策案には州政府への支援と新型コロナウイルス対策費用も含まれています。 

▪ 第 6 段階: 議会（下院）ではインフラ投資計画を含む次の経済対策に対する

与野党協議が始まりました。バイデン大統領はインフラ整備に 8 年間で 2.3
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兆ドルを投入する計画を発表し、その財源確保のために現行 21％の法人税を

28％に引き上げ、15 年かけて費用を賄う方針を示しました。法案の審議はま

だ始まったばかりですが、市場関係者は議会の勢力図から判断して同法案が

成立する公算が大きいとみています。 

✓ 民主党はフィリバスター規則をめぐり、上院で現行の 60％でなく、過半

数の賛成で法案を可決できるように規則を変更する方向に方針を転換し

ました。これにより、法案の可決に大きな影響が及ぶとみられます。 

✓ 共和党はバイデン大統領が掲げる 2.3 兆ドルのインフラ投資計画の対案

として 8,000 億ドルのプランを発表し、与野党間協議が始まりました。

市場関係者は大半のプログラムが、複数に分割される可能性はあるもの

の、最終的には議会で承認されると予想しています。大統領の打ち出す

対策のほとんどは、現在の議会の勢力図から判断して承認される可能性

が高いと思われます（財政調整措置（リコンシリエーション）という手

続きを活用）。 

▪ 第 7 段階: バイデン大統領は「米国の家族のための計画」と名付けた計画の

概要を発表し、ヒューマンインフラ（人的基盤）への投資のために、全ての

未就園児を対象とした保育施設、児童保護、有給休暇、中低所得世帯に対す

る減税、教育支援、授業料無料のコミュニティカレッジなどを拡充させるこ

とを表明しました。1.8 兆ドルと試算されるコストに関しては、（年収 100

万ドルを超える世帯を対象とした）キャピタルゲイン税の現行 20.0％から

39.6％への引き上げと富裕層に対する追加増税による税収を充てることにし

ています。 

o 市場関係者の S&P 500 指数の 1 年後の目標値はこの 1 カ月で上昇し、現在値から

9.6％上昇（前月は 11.6％上昇）の 4,617（かなり強気な予想）となっています（3

月末時点の目標値は 4,432、2 月末時点の目標値は 4,375）。ダウ平均の目標値は現

在値から 8.5％上昇（前月は 7.8％上昇）の 36,962 ドル（かなり強気な予想）とな

っています（同 35,554 ドル、同 35,035 ドル）。 

 

⚫ バイデン大統領と政府高官 

o バイデン大統領の 2.25 兆ドルの経済対策案は、議会上院が 2 月に採択した予算決

議に含まれているため、新たな予算案の作成が不要となり審議時間が短縮できるこ

とから、すぐにリコンシリエーション手続きに入ることが可能となります。背景に

は、民主党がフィリバスター規則を変更し、共和党による法案成立を阻止する動き

を抑え込みたいとする狙いがあります。 

o バイデン大統領は税制案の修正を行い、利益の最低でも 15％を納税する「ミニマ

ム税」の対象企業の純利益額を（従来の 1 億ドルから）20 億ドルに引き上げまし

た。また、所得の定義に関する議論も活発化することになりそうです（GAAP、税
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務会計、そして政府の税控除や優遇税制といった課税権の観点からの見直しや調

整）。 

o バイデン大統領は上下両院の合同会議で演説し、その中で「米国の家族のための計

画」と名付けた計画の概要を発表しました。そしてヒューマンインフラ（人的基

盤）への投資のために、全ての未就園児を対象とした保育施設、児童保護、有給休

暇、中低所得世帯に対する減税、教育支援、授業料無料のコミュニティカレッジな

どを拡充させることを表明しました。1.8 兆ドルと試算されるコストに関しては、

（年収 100 万ドルを超える世帯を対象とした）キャピタルゲイン税の現行 20.0％か

ら 39.6％への引き上げと富裕層に対する追加増税による税収を充てることにしてい

ます。議会は現在、大統領が打ち出した 2.3 兆ドルのインフラ投資計画案を審議中

です。新型コロナウイルス対応を目的とした 1.9 兆ドルの「アメリカ救済計画法」

は 2021 年 3 月に可決されました。 

 

⚫ 新型コロナウイルス関連 

o メディアやインターネット上はワクチンに関するニュースであふれ、新たな「ビッ

グスリー」となった大手製薬 3 社のワクチン供給が需要に追いつき、上回るまでに

なりました。 

o 米国とその他の先進/新興国のワクチン接種率の差は拡大しています。米国では供

給が十分なためにワクチン接種を望まない人への対応に焦点が移り始めています

が、その他の国ではワクチンの供給不足、また新興国では接種体制が整備できない

ことが問題となっています。 

▪ 世界保健機関（WHO）は感染者数の増加に警鐘を鳴らしました。インドでは

1 日当たりの新規感染者数が世界最多（1 日あたり平均 34 万人）を更新し、

同国の医療体制が崩壊していると報道されています。 

o 英国では経済活動の再開が始まり、6 月 21 日には全面的な再開を予定していま

す。 

▪ 大半の欧州諸国では依然として行動制限と経済活動の停止が続いています。 

o 米国では当初の計画を前倒しして、4 月 19 日から全ての成人をワクチン接種の対

象としました。この結果、これまでのワクチン接種が受けられるかという心配に代

わって、（対象者が）ワクチン接種を希望するかどうかが新たな懸念事項となって

います 

o 新型コロナウイルスの治療薬と治療法、そして夢の万能薬 

▪ AstraZeneca（AZN）製のワクチンをめぐって再び問題が浮上しました（同

社のワクチンは米国では使用が承認されていません）。英国の諮問委員会は

30 歳未満への同社ワクチンの接種を禁止するように勧告しました。 

✓ 米国は規制当局が AstraZeneca のワクチンの使用を承認すれば、6,000

万回分を輸出することを明らかにしました。 
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▪ 米国の規制当局は 1 回の接種で済む Johnson & Johnson’s（JNJ）製ワクチン

の使用の一時停止を勧告しました。同社のワクチンを接種してから約 2 週間

以内の間に血栓症を含むごく稀な副反応が生じたケースが 6 件（接種件数は

700 万人）報告されたためです。 

✓ 同社のワクチンについては、4 月下旬に注意書きを加えることで接種再開

が認められました。 

▪ 現時点で、世界全体で 11 億人が 1 回以上のワクチン接種を受けました（3 月

末時点では 5 億 7,400 万人、2 月末時点では 2 億 2,500 万人）。米国では: 

✓ 現時点で、2 億 3,700 万人が 1 回以上のワクチン接種を受けました（同 1

億 4,800 万人、同 6,830 万人）。 

• 人口の 43.3％が少なくとも 1 回は接種したことになり、人口の

30％が 2 回の接種を終えました。 

▪ 米国の 1 日当たり接種回数の 7 日平均は 400 万回を超えましたが、その後

263 万回に低下しました（同 277 万回、同 131 万回）。これはワクチン接

種希望者の人数が減少しているためです（供給は十分にある）。 

 

⚫ 各国中央銀行の動き（および関連ニュース） 

o 3 月 17-18 日に開催された FOMC の議事録が公表されました。FRB は経済の力強

い前進を確認したものの、政策変更に至るにはさらに多くの前進が必要になるとの

見解を示しています。 

o FRB の地区連銀経済報告（ベージュブック）によると、米国経済の成長スピードは

加速しており、企業が雇用（と再雇用）を進めているとする一方、インフレの上昇

についても言及しています。 

o FOMC は 2 日間の会合の中で、経済（と雇用）に「力強さが出ている」としたほ

か、インフレも上昇しているが、これは「一時的なもの」と結論付けています。特

筆すべき点としては、パンデミックによる脅威を「重大なリスク」から「リスク」

に変更したことが挙げられます。パウエル FRB 議長は資産の買い入れは今後も継

続し、現時点ではテーパリング（緩和縮小）に移る計画はない（また、その検討を

始める段階でもない）と発言しています。 

 

⚫ 金利、生産コストの上昇、サプライチェーン 

o 消費者物価指数（CPI）、輸入・輸出物価指数、生産者物価指数（PPI）が示す通

り、物価は上昇してはいるものの、依然として比較的低水準にあります。足元の上

昇が（FRB が指摘しているように）一時的な現象なのか、あるいは需要の増加、生

産コストの上昇、そして供給サイドの問題を背景とした長期的な上昇トレンドの始

まりなのかという点に関して、議論が活発化しつつあります。 
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▪ 家庭用品大手の Proctor & Gamble（PG）は、原材料コストの上昇に対応す

るために 9 月に一部製品の値上げを行うことを発表しました。 

▪ 自動車大手の Ford（F）は、半導体不足を理由に複数の北米工場において減

産期間の延長を検討していることを明らかにしました。 

 

⚫ IPO および「空箱」SPAC 

o 米国最大のデジタル通貨取引所を運営する Coinbase（COIN）は 1 株 250 ドルで直

接上場しました。初値は 381 ドルで、一時 430 ドルまで上昇した後 297.64 ドルで

月末を迎え、時価総額は 550 億ドルとなりました。 

▪ 注目すべき点として、Coinbase 経由で取引されているビットコインは、一

時 64,863 ドルを付けて最高値を更新しましたが、トルコが暗号通貨に重大

なリスクがあるとして使用を禁止したことから下落して、一時 47,159 ドル

の安値を付け、56,962 ドルで 4 月の取引を終えました。 

o ロボティック・オートメーション・ソフトウエアを手掛ける UiPath（PATH）は 1

株 56 ドルで上場しました。株価は一時 83.40 ドルに達し、月末の終値は 72.00 ド

ル、時価総額は 370 億ドルとなりました。 

o 太陽光発電設備企業の FTC Solar（FTCI）は、IPO 予想価格の 18〜20 ドルを下回

る 13.00 ドルで上場しました。初値は 15.21 ドルで、一時 15.46 ドルを付けました

が、13.61 ドル、時価総額 11 億ドルで月末を迎えました。 

o 今後の予定： 

▪ 英国のオンライン中古車販売会社 Cazoon Holding は、SPAC 経由で上場す

ることを明らかにしました。上場時の企業評価額を 80 億ドルと見込んでい

ます。 

▪ 未公開のリチオムイオン電池メーカーEnovix は SPAC 経由での上場を準備し

ており、当初評価額 11 億ドルを見込んでいます。 

▪ イスラエルのデジタル取引プラットフォームの eToro Group は SPAC

（FinTech）経由で上場すると発表しました。時価総額 100 億ドルを見込ん

でいます。 

▪ 東南アジアでライドシェア、フードデリバリー、送金のアプリを運営してい

る Grab Holdings は SPAC 経由で上場することを発表し、企業評価額を 400

億ドルと予想しています。 

▪ EV メーカーLucid Motors は Churchill Capital Corp IV（CCIV）との合併を

通じて上場を計画しています。 

▪ 報道によると、ウェブサイト構築ソフトウエアツールを手掛ける

Squarespace は従来型の IPO（より高価な上場手段）ではなく、直接上場す

る方針を決定しました。 
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▪ シェアオフィス大手の WeWork が再び上場を計画しており、上場時の企業評

価額として 90 億ドルを見込んでいます。これに対して、パンデミックによ

り労働環境が変化するよりもかなり前の 2019 年の評価額は 470 億ドルでし

た。 

 

⚫ 企業業績 

o 2021 年第 1 四半期の利益予想は 2021 年第 1 四半期末から 17.3％引き上げられ、1

年前（2020 年第 1 四半期末）からは 9.9％の上方修正となりました。利益は第 1 四

半期として過去最高（2021 年第 3 四半期と第 4 四半期も同様にそれぞれ過去最

高）を記録する見通しで、前期比では 19.9％増益、2010 年第 1 四半期以来の低水

準となった 2020 年第 1 四半期からは 2 倍以上となる 135％増益が見込まれていま

す。営業利益率は 12.81％と過去最高となっています。 

o 2021 年については、4 四半期とも過去最高益を更新する見通しで、2020 年比で

50.0％増益が見込まれており、2021 年の予想 PER は 22.8 倍となっています。 

o 2022 年は 2021 年比でさらに 12.3％増益が見込まれ、同年の予想 PER は 20.3 倍と

なっています。 

 

⚫ 個別銘柄 

o 米最高裁判所は、Java プログラムを使用した Alphabet（GOOG / L）の Google は

Oracle（ORCL）の著作権を侵害していないと判断しました（6 対 2）。 

▪ Alphabet は企業業績が予想を大幅に上回り、500 億ドルの自社株買いを承認

しました。 

o コンピュータゲーム小売り企業の GameStop（GME）は 350 万株の普通株式を発

行しました。 

o 自動車大手 General Motors（GM）は、半導体チップ不足により、北米での追加生

産を停止することを明らかにしました。 

o 中国の規制当局は Alibaba（BABA）に対し、2015 年に市場での優位性を乱用した

として、27.5 億ドルの罰金を科す決定を下しました。同社はそれを受け入れまし

た。 

o オンライン小売りの Amazon.com（AMZN）が保有するアラバマの施設で労働組合

結成のための投票が行われ、投票者の約 71％が反対票を投じた結果、否決されまし

た（投票総数も少なかった）。 

o iPhone メーカーの Apple（AAPL）は新型 iMac と最新仕様の iMacPro、落とし物

トラッカーの AirTag（29 ドル、4 個セットで 100 ドル）をリリースしました。

AirTag はロケーショントラッカーで、大事なものにこのタグを取り付けておけば、

iPhone の「Find Me」アプリを使って追跡・発見することができます（あなたの上

司に AirTag を取り付ければ、上司が近づいてくるのがわかるでしょう）。 
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▪ Apple は 900 億ドルの自社株買いを承認しました（配当も増額しました）。

これは Apple が 2018 年に行った 1,000 億ドルの承認に次いで、S&P 500 指

数の歴史において 2 番目に規模が大きい自社株買いです。 

▪ Apple はまた、他社に続いて、半導体チップの不足が生産に影響を与えるこ

とを明らかにしました。 

o S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスは、S&P 中型株 400 指数構成銘柄で、ソフ

トウエアとサービスを提供する PTC Inc.（PTC）を 2021 年 4 月 20 日の取引開始

前に S&P 500 指数に移行し、Siemens Healthineers AG（SHL）に買収される

Varian Medical Systems（VAR）を同指数から除外すると発表しました。 

 

⚫ 注目点 

o メディアは市場での個人取引の後退（個人の取引が低調）を報じていますが、個人

による年金と 401k（タイプ）の再配分の可能性を指摘する向きもあり、見方は分

かれています。協調的で市場に友好的な FRB や米財務省と比べれば規模ははるか

に小さいものの、個人は市場を支える 3 番目の要因となっています。 

o ユニークなデジタルアイテム（アートなど）を表す互換性のない非代替トークン

（NFT）は、2021 年第 1 四半期の急上昇後、新しい組合や有名人が急いで自らの

「アイテム」をブロックチェーンで販売する中、引き続き勢いを失っています。 

o 銀行持株会社の JP モルガン・チェース（JPM）のジェームズ・ダイモン最高経営

責任者（CEO）は株主への年次書簡の中で、米国経済は新型コロナウイルスによる

パンデミックから持ち直してきており、この傾向は 2023 年まで続くと述べ、その

要因として、貯蓄の増加と景気刺激策を挙げました。 

 

⚫ 利回り、金利、コモディティ  

o 米国 10 年国債利回りは 3 月末の 1.74％から 1.62％に低下して月を終えました

（2020 年末は 0.92％、2019 年末は 1.92％、2018 年末は 2.69％、2017 年末は

2.41％）。30 年国債利回りは 3 月末の 2.41％から 2.29％に低下して取引を終えま

した（同 1.65％、同 2.30％、同 3.02％、同 3.05％）。 

o 英ポンドは 3 月末の 1 ポンド＝1.3784 ドルから 1.3817 ドルに上昇して月を終えま

した（同 1.3673 ドル、同 1.3253 ドル、同 1.2754 ドル、同 1.3498 ドル）。ユーロ

は 3 月末の 1 ユーロ＝1.1727 ドルから 1.2020 ドルに上昇して月を終えました（同

1.2182 ドル、同 1.1172 ドル、同 1.1461 ドル、同 1.2000 ドル）。円は 3 月末の 1

ドル＝110.78 円から 109.33 円に上昇し（同 103.24 円、同 108.76 円、同 109.58

円、同 112.68 円）、人民元は 3 月末の 1 ドル＝6.5524 元から 6.4745 元に上昇し

ました（同 6.5330 元、同 6.9633 元、同 6.8785 元、同 6.5030 元）。 

o 原油価格は 3 月末の 1 バレル＝59.55 ドルから 63.492 ドルに上昇して月を終えま

した（同 48.42 ドル、同 61.21 ドル、同 45.81 ドル、同 60.09 ドル）。米国のガソ

リン価格（EIA による全等級）は、3 月末の 1 ガロン＝2.941 ドルから 2.962 ドル
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に上昇して月末を迎えました（同 2.330 ドル、同 2.658 ドル、同 2.358 ドル、同

2.589 ドル）。 

o 金価格は 3 月末の 1 トロイオンス＝1,709.50 ドルから 1,768.80 ドルに上昇して月

の取引を終えました（同 1,901.60 ドル、同 1,520.00 ドル、同 1,284.70 ドル、同

1,305.00 ドル）。 

o VIX 恐怖指数は 3 月末の 19.40 から 18.61 に低下して月を終えました。月中の最高

は 19.90、最低は 15.38 でした（同 22.75、同 13.78、同 16.12、同 11.05）。 

▪ 同指数の 2020 年の最高は 85.47、最低は 11.75 でした。 

 

⚫ 世界の株式市場 

o 4 月の世界の株式市場は前月に続いて上昇し、先進国市場が新興国市場を引き続き

上回りました。市場の拡大は続きましたが、先進国、特に米国では、新興国よりも

多くの住民にワクチンを接種することが可能であり、市場もそれに反応したため、

世界の株式市場が同じように上昇したわけではありません。市場は引き続き新規感

染者数の急増に反応しましたが、この点でも米国内より米国外の新規感染者数の方

が多い状況です。世界の株式市場全体では、4 月は 4.15％上昇（3 月は 2.27％上

昇）、年初来では 9.10％上昇となりました。4 月は 50 市場中 40 市場が上昇し（先

進国市場はすべてが上昇）、3 月の 33 市場から増加しました（2 月は 36 市場が上

昇）。米国市場は 5.09％の上昇、米国を除くグローバル市場は 2.95％の上昇で、

米国市場がグローバル市場をアウトパフォームしました。 

o S&P グローバル総合指数は 3 月に 2.27％上昇した後（米国の 3.41％上昇を除くと

0.88％の上昇）、4 月には 4.15％上昇しました（米国の 5.09％上昇を除くと 2.95％

の上昇）。2 月は 2.64％の上昇でした（米国の 3.07％上昇を除くと 2.12％の上

昇）。過去 3 カ月間では、世界の株式市場は 9.33％上昇しました（米国の 12.01％

上昇を除くと 6.06％の上昇）。年初来では 9.10％の上昇で、米国の 11.49％上昇を

除くと 6.16％上昇しました。過去 1 年間では 45.85％上昇し、米国の 48.68％上昇

を除くと 42.35％の上昇となっています。より長期では、米国のパフォーマンスが

突出していました。過去 2 年間では、グローバル市場は 34.02％上昇しましたが、

米国の 44.16％上昇を除くと 22.70％の上昇でした。過去 3 年間ではグローバル市

場は 36.78％上昇し、米国の 59.27％上昇を除くと 14.87％の上昇でした。 

▪ 2020 年 11 月 3 日の大統領選挙以降では、グローバル市場は 24.95％上昇し

ましたが、米国の 26.30％上昇を除くと 23.23％の上昇でした。 

o 2021 年 4 月のまとめ 

▪ S&P グローバル総合指数の時価総額は 3 兆 250 億ドル増加しました（3 月は

1 兆 8,160 億ドル増、2 月は 1 兆 9,090 億ドル増）。米国以外の市場の時価総

額は 9,750 億ドル増加（3 月は 3,380 億ドル増、2 月は 7,210 億ドル増）、米
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国市場は 2 兆 490 億ドル増加しました（3 月は 1 兆 4,780 億ドル増、2 月は 1

兆 1,890 億ドル増）。 

▪ 新興国市場は 4 月に 2.76％上昇し（3 月は 1.75％下落）、過去 3 カ月間では

2.43％上昇、年初来では 5.3％上昇、過去 1 年間では 44.57％上昇しました。 

▪ 先進国市場は 4 月に 4.33％上昇し（3 月は 2.82％上昇、2 月は 2.81％上

昇）、米国を除くと 3.02％上昇（3 月は 1.84％上昇、2 月は 2.37％上昇）し

ました。過去 3 カ月間では 10.29％上昇（米国を除くと 7.40％上昇）、年初

来では 9.61％上昇（同 6.46％上昇）、過去 1 年間では 46.03％上昇（同

41.62％上昇）となりました。 

o 4 月は 11 セクターが揃って上昇し、セクター間のばらつきは縮小しました（3 月は

10 セクターが上昇、2 月は 8 セクターが上昇）。パフォーマンスが最高のセクター

（コミュニケーション・サービス、5.79％上昇）と最低のセクター（エネルギー、

0.26％上昇）の騰落率の差は 5.53％となり（過去 1 年間の平均は 8.78％）、3 月の

7.71％（2 月は 18.14％）から縮小しました。 

o 新興国市場は 4 月に 2.76％上昇しました。3 月は 1.75％の下落、2 月は 1.45％の上

昇でした。過去 3 カ月間では 2.43％上昇、年初来では 5.33％上昇、過去 1 年間で

は 44.57％の上昇となりました。過去 2 年間では 23.10％上昇、過去 3 年間では

16.01％上昇しています。4 月は 25 市場中 16 市場が上昇し、3 月の 11 市場、2 月

の 15 市場を上回りました。パフォーマンスが最高となったのはポーランドで 4 月

は 9.83％上昇し、年初来では 5.13％上昇、過去 1 年間では 40.16％上昇しました。

2 番目はギリシャで４月は 9.04％上昇し、年初来では 14.73％上昇、過去 1 年間で

は 61.08％上昇しました。3 番目は台湾で 4 月は 8.95％上昇し、年初来では

20.84％上昇、過去 1 年間では 72.76％上昇しました。パフォーマンスが最低だった

のはチリで 8.62％下落し、年初来では 5.62％上昇、過去 1 年間では 17.37％上昇し

ました。これに続いたのがペルーで 4 月は 7.40％下落し、年初来では 14.43％下

落、過去 1 年間では 11.41％上昇しました。3 番目がコロンビアで４月は 6.89％下

落し、年初来では 21.74％下落、過去 1 年間では 14.61％上昇しました。 

o 先進国市場は 2 月の 2.81％上昇、3 月の 2.82％上昇の後、4 月は 4.33％上昇しまし

た。米国を除くと 3.02％の上昇（2 月は 2.37％上昇、3 月は 1.84％）でした。先進

国市場は年初来では 9.61％上昇、米国を除くと 6.46％の上昇でした。過去 1 年間

では 46.03％上昇、米国を除くと 41.62％の上昇となりました。過去 2 年間では

35.41％上昇、米国を除くと 22.41％上昇、過去 3 年間では 39.46％上昇、米国を除

くと 14.36％上昇しています。2 月の 21 市場、3 月の 19 市場に対して、4 月は 25

市場中 24 市場が上昇しました。パフォーマンスが最高となったのはデンマークで

4 月は 6.90％上昇し、年初来では 3.46％上昇、過去 1 年間では 50.16％上昇してい

ます。2 番目はフィンランドで４月は 6.56％上昇し、年初来では 8.47％上昇、過去

1 年間では 49.72％上昇しています。3 番目はベルギーで 4 月は 6.31％上昇し、年
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初来では 4.75％上昇、過去 1 年間では 29.97％上昇しました。パフォーマンスが最

低だったのは日本で 4 月は 1.61％下落し、年初来では 0.49％下落、過去 1 年間で

は 27.67％上昇しました。これに続いたのがイタリアで 4 月は 0.88％上昇し、年初

来では 7.50％上昇、過去 1 年間では 50.46％上昇しました。3 番目がポルトガルで

4 月は 2.16％上昇し、年初来では 2.96％下落、過去 1 年間では 24.49％上昇しまし

た。 

▪ 注意すべき点として、カナダは 4.43％の上昇（年初来では 13.85％上昇、過

去 1 年間では 47.65％上昇）、英国は 4.23％の上昇（同 9.79％上昇、同

32.00％上昇）、ドイツは 3.21％の上昇（同 7.14％上昇、同 48.70％上昇）

でした。 

 

 

インデックス・レビュー 

S&P 500 指数 

S&P 500 指数は 4 月に 5.24％上昇して 4,181.17 で月を終えました（配当込みのトータルリターン

はプラス 5.34％）。3 月は 3,972.89 で終え、4.24％の上昇（同プラス 4.38％）、2 月は 3,811.15

で終え、2.61％の上昇（同プラス 2.76％）でした。過去 3 カ月間では 12.57％上昇（同プラス

12.98％）、年初来では 11.32％上昇（同プラス 11.84％）、過去 1 年間では 43.56％上昇（同プラ

ス 45.98％）、コロナ危機前の 2020 年 2 月 19 日の終値での高値からは 23.48％上昇して月を終え

ました（同プラス 26.02％）。ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ平均）は初めて 34,000 ドルを

突破し、2.71％上昇の 33,874.85 ドルで月を終えました（配当込みのトータルリターンはプラス

2.78％）。3 月は 33,072.88 ドルで終え、6.62％の上昇（同プラス 6.78％）、2 月は 30,932.37 ド

ルで終え、3.17％の上昇（同プラス 3.43％）でした。過去 3 カ月間では 12.98％上昇（同プラス

13.52％）、年初来では 10.68％上昇（同プラス 11.30％）、過去 1 年間では 39.14％上昇（同プラ

ス 42.12％）でした。 

S&P 500 指数の 4 月の日中ボラティリティ（日中の値幅を安値で除して算出）は 3 月の 1.39％か

ら 0.73％に低下し、年初来では 1.14％となりました（3 月末時点は 1.23％）。2020 年は 1.73％と

2019 年の 0.85％から上昇し、2018 年は 1.21％、2017 年は 0.51％（1962 年以来の最低）でし

た。出来高は前月比 1％増加した 3 月から 29％減少し（営業日数調整後）、前年同月比では 36％

減少しましたが、過去 1 年間では前年比 16％増加しました。4 月の前日比で 1％以上変動した日数

は 21 営業日中 4 日となりました（上昇が 4 日、下落が 0 日。3 月は 23 営業日中 8 日で、上昇が 5

日、下落が 3 日。2 月は 19 営業日中 5 日で、上昇が 4 日、下落が 1 日、2％以上の下落が 1 日）。

年初来では前日比で 1％以上変動した日数が 22 日（上昇が 15 日、下落が 7 日）、2％以上変動し

た日数が 3 日（上昇が 1 日、下落が 2 日）となりました。2020 年は 1％以上変動した日数が 109

日（上昇が 64 日、下落が 45 日）、2019 年は 37 日（上昇が 22 日、下落が 15 日）でした。4 月

は 21 営業日中 5 日で日中の変動率が 1％以上となり（3 月は 23 営業日中 17 日）、3％以上変動し

た営業日はありませんでした（3 月は 2 日）。年初来では 1％以上の変動が 39 日、3％以上の変動
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が 2 日となっています。2020 年は 1％以上の変動が 158 日（11 月末時点は 154 日）、3％以上の

変動が 34 日（同 34 日）、2019 年はそれぞれ 73 日と 1 日、2008 年はそれぞれ 228 日（253 営業

日中）と 75 日でした。 

企業業績が予想を大幅に上回り（2021 年第 1 四半期の利益は過去最高の更新が予想されます）、

前回の景気刺激策による給付金が個人に支給され（そして、支出され）、政府が数兆ドル規模の追

加の支出計画の概要を示す中で、S&P 500 指数は 4 月に 10 回にわたり終値での史上最高値を更新

し、セクターのパフォーマンスは引き続き極めて好調となりました。4 月は 11 セクター全てが上

昇しました（3 月は 11 セクター、2 月は 7 セクター）。国内の経済活動が正常化しつつあるとの見

方（ならびに住宅価格の上昇）を支援材料に、不動産が 8.12％上昇（3 月は 6.35％上昇）で騰落率

首位となりました。同セクターは年初来では 17.18％上昇しています。コミュニケーション・サー

ビスも好調となり、4 月に 7.64％上昇し、年初来で 16.06％上昇しました。金融は 6.41％上昇し、

年初来では 22.75％上昇しました（ただし、2019 年末からは 17.71％の上昇）。消費関連セクター

のパフォーマンスは引き続きまちまちとなりました。一般消費財が 7.08％上昇し、年初来で

10.24％上昇した一方、生活必需品は 2.03％上昇し、年初来では 2.49％上昇と、S&P 500 指数のセ

クターの中で騰落率最下位となっています。情報技術は 5.22％上昇しましたが（3 月は 1.64％上昇

で騰落率最下位）、年初来では 7.04％上昇と市場全体を下回っています。 

4 月は値上がり銘柄数と値下がり銘柄数の差が縮小しましたが、なお値上がり銘柄数が大幅に上回

りました。4 月の値上がり銘柄数は 410 銘柄（平均上昇率は 6.56％）と、3 月の 419 銘柄（同

7.63％。2 月は 330 銘柄で同 12.05％）を下回りました。10％以上上昇した銘柄数は 75 銘柄（同

13.38％）と、3 月の 124 銘柄（同 14.08％。2 月は 164 銘柄で同 19.49％）から減少し、25％以上

上昇した銘柄数も 1 銘柄と、3 月の 2 銘柄、2 月の 34 銘柄から減少しました。一方、値下がり銘

柄数は 95 銘柄（平均下落率は 3.73％）と、3 月の 86 銘柄（同 4.79％。2 月は 174 銘柄で同

4.94％）から増加しました。10％以上下落した銘柄数も 10 銘柄（同 12.36％）と、3 月の 7 銘柄

（同 16.90％）から増加しましたが、2 月の 20 銘柄（同 12.53％）は下回りました。25％以上下落

した銘柄はありませんでした（3 月は 1 銘柄）。 

過去 3 カ月間では、値上がり銘柄数は 445 銘柄（平均上昇率は 20.19％）と、3 月末時点の 400 銘

柄（同 15.40％。2 月末時点は 342 銘柄で同 17.89％）から増加した一方、値下がり銘柄数は 60 銘

柄（平均下落率は 5.89％）と、3 月末時点の 105 銘柄（同 5.54％。2 月末時点は 163 銘柄で同

7.03％）から減少しました。10％以上上昇した銘柄数も 360 銘柄（平均上昇率は 23.61％）と、3

月末時点の 236 銘柄（同 22.86％）から増加し、10％以上下落した銘柄数は 12 銘柄（平均下落率

は 14.77％）と、3 月末時点と同数（同 14.71％）となりました。141 銘柄が 25％以上上昇し（3

月末時点は 76 銘柄）、25％以上下落した銘柄はありませんでした（3 月末時点は 1 銘柄）。 

年初来では、値上がり銘柄数は 443 銘柄（平均上昇率は 19.07％）と、3 月末時点の 400 銘柄（同

15.40％）から増加した一方、値下がり銘柄数は 61 銘柄（平均下落率は 5.26％）と、3 月末時点の

105 銘柄（同 5.54％）から減少しました。10％以上上昇した銘柄数も 314 銘柄（平均上昇率は

24.62％）と、3 月末時点の 236 銘柄（同 22.86％）から増加し、10％以上下落した銘柄数は 8 銘

柄（平均下落率は 15.90％）と、3 月末時点の 12 銘柄（同 14.71％）から減少しました。125 銘柄
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が 25％以上上昇し（3 月末時点は 76 銘柄）、1 銘柄が 25％以上下落しました（3 月末時点も 1 銘

柄）。 

 

 
出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス 2021 年 4 月末現在。表は図示する目的のためだけのものです。過去の運用実績は将来の

運用成果を保証するものではありません。 

 

 

 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス 2021 年 4 月末現在。表は図示する目的のためだけのものです。過去の運用実績は将来の

運用成果を保証するものではありません。 

 

S&P500トータル・リターン：累積

S&P 500 S&P MidCap 400 S&P SmallCap 600 S&P Composite 1500 ダウ平均

2021年　4月 5.34% 4.50% 2.04% 5.19% 2.78%

2021年　年初来 11.84% 18.58% 20.65% 12.46% 11.30%

3カ月 12.98% 16.82% 13.51% 13.23% 13.52%

6カ月 28.85% 44.34% 54.44% 30.33% 29.07%

12カ月 45.98% 67.90% 76.85% 47.91% 42.12%

3年 67.11% 52.81% 48.49% 65.59% 50.20%

5年 123.20% 102.05% 108.16% 121.36% 114.44%

10年 276.37% 213.78% 236.78% 270.26% 237.86%

15年 335.26% 326.80% 313.91% 334.74% 335.34%

20年 397.20% 610.39% 674.27% 420.77% 413.58%

25年 924.75% 1528.48% 1216.06% 964.38% 978.21%

S&P500トータル・リターン：年率

12カ月 45.98% 67.90% 76.85% 47.91% 42.12%

3年 18.67% 15.18% 14.09% 18.31% 14.52%

5年 17.42% 15.10% 15.79% 17.22% 16.48%

10年 14.17% 12.11% 12.91% 13.99% 12.95%

15年 10.30% 10.16% 9.93% 10.29% 10.30%

20年 8.35% 10.30% 10.78% 8.60% 8.53%

25年 9.76% 11.81% 10.86% 9.92% 9.98%

S&P 500 構成銘柄の騰落状況

上昇／下落 4月 平均パーセント 3カ月 平均パーセント 年初来 平均パーセント

変化 (%) 変化 (%) 変化 (%)

上昇 410 6.56 445 20.19 443 19.07

下落 95 -3.73 60 -5.89 61 -5.26

10%以上の上昇 75 13.38 360 23.61 314 24.62

10%以上の下落 10 -12.36 12 -14.77 8 -15.90

25%以上の上昇 1 26.56 141 33.70 125 36.29

25%以上の下落 0 0.00 0 0.00 1 -29.03

50%以上の上昇 0 0.00 7 57.99 10 59.98

50%以上の下落 0 0.00 0 0.00 0 0.00
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出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス 2021 年 4 月末現在。表は図示する目的のためだけのものです。過去の運用実績は将来の

運用成果を保証するものではありません。 

 

 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス 2021 年 4 月末現在。表は図示する目的のためだけのものです。過去の運用実績は将来の

運用成果を保証するものではありません。 

S&P 500指数のセクター株価：2021年4月30日 

年初来

米大統領選

以降

最高値

以降

直近安値

以降

2020年2月

高値以降

S&P 500指数の株価変動 (2021/4/30~ (2021/4/30~ (2021/4/30~ (2021/4/30~ 4月 3カ月 6カ月 1年

2020/11/3) 2021/4/29) 2020/3/23) 2020/2/19) (2021/3/31~) (2021/1/29~) (2020/10/30~) (2020/4/30~)

エネルギー 29.87% 66.57% -2.72% 105.27% -9.76% 0.46% 25.32% 71.39% 28.29%

素材 14.34% 25.04% -1.07% 115.60% 37.15% 5.32% 17.13% 31.29% 59.56%

資本財・サービス 14.94% 27.12% -0.67% 109.08% 21.61% 3.55% 20.15% 34.40% 58.85%

一般消費財 10.24% 19.72% 0.30% 101.15% 36.98% 7.08% 9.81% 22.51% 50.23%

生活必需品 2.49% 8.07% 0.04% 42.47% 7.80% 2.03% 8.26% 11.61% 19.43%

ヘルスケア 6.72% 15.50% -0.32% 62.22% 16.72% 3.86% 5.37% 19.30% 21.59%

金融 (1) 22.75% 45.88% -0.96% 105.07% 16.81% 6.41% 25.16% 51.98% 59.11%

情報技術 7.04% 23.21% -1.43% 97.89% 36.14% 5.22% 8.09% 25.86% 52.47%

コミュニケーション・サービス 16.06% 29.09% -0.89% 86.95% 33.47% 7.64% 17.83% 31.04% 50.92%

公益事業 6.24% 3.13% 0.76% 48.85% -4.56% 4.23% 7.27% 6.97% 16.61%

不動産 (2) 17.18% 21.19% 0.62% 68.37% 4.41% 8.12% 16.63% 26.29% 26.80%

S&P 500 11.32% 24.10% -0.72% 86.88% 23.48% 5.24% 12.57% 27.87% 43.56%

S&P 500のトータル・リターン 11.84% 25.06% -0.71% 90.33% 26.02% 5.34% 12.98% 28.85% 45.98%

S&P500の株価 4181.17 3369.16 4211.47 2237.40 3386.15 3972.89 3714.24 3269.96 2912.43

パフォーマンスが最高のセクター 29.87% 66.57% 0.76% 115.60% 37.15% 8.12% 25.32% 71.39% 59.56%

パフォーマンスが最低のセクター 2.49% 3.13% -2.72% 42.47% -9.76% 0.46% 5.37% 6.97% 16.61%

パフォーマンスの差 27.37% 63.44% 3.48% 73.14% 46.91% 7.66% 19.95% 64.42% 42.95%

S&P 500の年率のプライス・リターン 76.25%

S&P 500の年率のトータル・リターン 79.20%

（1）金融の2016年9月19日以前は不動産を含む

（2）不動産の2016年9月19日以前はプロフォーマのデータによる

S&P 500騰落率ベスト：2021年4月

ティッカー 会社名 4月 年初来

2020年

　11月3日

　以降

2020年

3月23日

以降

2020年

2月19日

以降 2020年以降 2000年以降 セクター

EFX Equifax Inc 26.56% 18.87% 52.82% 119.11% 41.60% 63.60% 872.84% 資本財・サービス

DISH DISH Network Corp A 23.73% 38.50% 70.37% 146.78% 8.58% 26.28% -8.12% コミュニケーション・サービス

POOL Pool Corp 22.38% 13.43% 16.02% 149.55% 80.97% 98.95% 8146.78% 一般消費財

IQV IQVIA Holdings Inc 21.51% 30.99% 46.55% 179.39% 42.76% 51.89% ヘルスケア

STX Seagate Technology 20.96% 49.36% 84.39% 127.66% 72.09% 56.03% 情報技術

DFS Discover Financial Services 20.01% 25.93% 64.36% 327.77% 50.87% 34.40% 金融

UPS United Parcel Service Inc B 19.92% 21.06% 24.70% 121.83% 90.95% 74.15% 195.45% 資本財・サービス

COF Capital One Financial 17.17% 50.81% 92.19% 247.75% 43.15% 44.86% 209.37% 金融

ISRG Intuitive Surgical Inc 17.06% 5.73% 26.83% 135.21% 40.68% 46.32% ヘルスケア

AVY Avery Dennison Corp 16.62% 38.08% 47.49% 171.96% 56.59% 63.71% 193.89% 素材

S&P 500騰落率ワースト10：2021年4月（スピンオフ等の資本の変動は未調整）

ティッカー 会社名 4月 年初来

2020年

　11月3日

　以降

2020年

3月23日

以降

2020年

2月19日

以降 2020年以降 2000年以降 セクター

PENN Penn National Gaming Inc -14.99% 3.18% 58.97% 809.39% 140.22% 248.67% 17419.03% 一般消費財

ENPH Enphase Energy Inc -14.13% -20.64% 32.94% 406.18% 143.36% 432.91% 情報技術

DISCA Discovery, Inc A -13.35% 25.16% 78.31% 103.68% 23.56% 15.03% コミュニケーション・サービス

TWTR Twitter Inc -13.22% 1.98% 32.33% 123.65% 42.43% 72.29% コミュニケーション・サービス

DISCK Discovery, Inc C -12.42% 23.37% 68.28% 96.29% 11.30% 5.97% コミュニケーション・サービス

HOLX Hologic Inc -11.87% -10.00% -8.86% 123.11% 23.77% 25.55% ヘルスケア

CTXS Citrix Systems Inc -11.76% -4.80% 6.79% 1.85% 1.31% 11.68% 101.38% 情報技術

COG Cabot Oil & Gas A -11.24% 2.40% -0.77% 17.89% 6.86% -4.25% 1145.42% エネルギー

FFIV F5 Networks Inc -10.48% 6.15% 37.39% 89.32% 43.94% 33.73% 239.56% 情報技術

INTC Intel Corp -10.11% 15.48% 28.27% 16.03% -14.28% -3.88% 39.79% 情報技術
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出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス 2021 年 4 月末現在。表は図示する目的のためだけのものです。過去の運用実績は将来の

運用成果を保証するものではありません。 

S&P 500銘柄入れ替え

追加/除外 実施日 ティッカー会社名 セクター サブセクター 注

追加 2021/04/19 PTC PTC Inc. 情報技術 アプリケーション・ソフトウエア S&P中型株400指数から移行

除外 2021/04/19 VAR Varian Medical Systems Inc ヘルスケア ヘルスケア機器 Siemens Healthineers AG (SHL)により買収

追加 2021/03/19 NXPI NXP Semiconductors 情報技術 半導体 S&P 1500指数に新たに追加

追加 2021/03/19 PENN Penn National Gaming 一般消費財 カジノ・ゲーム S&P中型株400指数から移行

追加 2021/03/19 GNRC Generac Holdings 資本財・サービス 電気部品・設備 S&P中型株400指数から移行

追加 2021/03/19 CZR Caesars Entertainment 一般消費財 カジノ・ゲーム S&P中型株400指数から移行

除外 2021/03/19 FLS Flowserve 資本財・サービス 産業機械 S&P中型株400指数に移行

除外 2021/03/19 SLG SL Green Realty 不動産 オフィス不動産投資信託 S&P中型株400指数に移行

除外 2021/03/19 XRX Xerox Holdings 情報技術

ハードウエア・コンピュータ記憶装置・周

辺機器 S&P中型株400指数に移行

除外 2021/03/19 VNT Vontier 情報技術 電子装置・機器 S&P中型株400指数に移行

追加 2021/02/11 MPWR Monolithic Power Systems Inc. 情報技術 半導体 S&P中型株400指数から移行

除外 2021/02/11 FTI TechnipFMC plc エネルギー 石油・ガス装置・サービス Technip Energiesをスピンオフ

追加 2021/01/20 TRMB Trimble Inc 情報技術  電子装置・機器 S&P中型株400指数から移行

除外 2021/01/20 CXO Concho Resources Inc. エネルギー  石油・天然ガス探査・生産 ConocoPhillips (COP)により買収

追加 2021/01/06 ENPH Enphase Energy 情報技術 半導体装置 S&P中型株400指数から移行

除外 2021/01/06 TIF Tiffany & Co 一般消費財 専門店 LVMH Moet (LVMHF)により買収

追加 2020/12/18 TSLA Tesla Inc 一般消費財 自動車製造 S&P 1500指数に新たに追加

除外 2020/12/18 AIV Apartment Investment & Mgt 不動産  住宅用不動産投資信託

スピンオフしたApartment Income REIT Corpが

S&P中型株400指数に追加

追加 2020/10/09 VNT Vontier Corp 情報技術 電子装置・機器 Fortive (FTV)からスピンオフ

除外 2020/10/09 NBL Noble Energy エネルギー 石油・天然ガス探査・生産 Chevron (CVX)により買収

追加 2020/10/06 POOL Pool Corp 一般消費財  販売 S&P中型株400指数から移行

除外 2020/10/06 ETFC E*TRADE Financial Corp 金融 投資銀行・証券会社 Morgan Stanley (MS)により買収

追加 2020/09/18 ETSY Etsy Inc 一般消費財 インターネット販売・カタログ販売 S&P中型株400指数から移行

追加 2020/09/18 TER Teradyne Inc 情報技術 半導体装置 S&P中型株400指数から移行

追加 2020/09/18 CTLT Catalent Inc ヘルスケア 医薬品 S&P中型株400指数から移行

除外 2020/09/18 HRB H&R Block Inc 一般消費財 専門消費者サービス S&P中型株400指数に移行

除外 2020/09/18 COTY Coty Inc 生活必需品 パーソナル用品 S&P中型株400指数に移行

除外 2020/09/18 KSS Kohl's Corp 一般消費財 百貨店 S&P中型株400指数に移行

追加 2020/06/19 TYL Tyler Technologies 情報技術 アプリケーション・ソフトウエア S&P中型株400指数から移行

追加 2020/06/19 BIO Bio-Rad Laboratories ヘルスケア ライフサイエンス・ツール/サービス S&P中型株400指数から移行

追加 2020/06/19 TDY Teledyne Technologies 資本財・サービス 航空宇宙・防衛 S&P中型株400指数から移行

除外 2020/06/19 HOG Harley-Davidson 一般消費財 自動二輪車製造 S&P中型株400指数に移行

除外 2020/06/19 JWN Nordstrom 一般消費財 百貨店 S&P中型株400指数に移行

除外 2020/06/19 ADS Alliance Data Systems 情報技術 データ処理・外注サービス S&P中型株400指数に移行

追加 2020/05/21 WST West Pharmaceutical Services Inc ヘルスケア ヘルスケア用品 S&P中型株400指数から移行

除外 2020/05/21 HP Helmerich & Payne Inc エネルギー 石油・ガス掘削 S&P小型株600指数に移行

追加 2020/05/11 DXCM DexCom Inc ヘルスケア ヘルスケア機器 S&P 1500指数に新たに追加

追加 2020/05/11 DPZ Domino's Pizza Inc 一般消費財 レストラン S&P中型株400指数から移行

除外 2020/05/11 AGN Allergan plc ヘルスケア ヘルスケア機器 AbbVie (ABBV)により買収

除外 2020/05/11 CPRI Capri Holdings 一般消費財 アパレル・アクセサリー・贅沢品 S&P小型株600指数に移行

除外 2020/04/03 RTN Raytheon 資本財・サービス 航空宇宙・防衛 United Technologies(現Raytheon (RTX))により買収

除外 2020/04/03 M Macy's 一般消費財 百貨店 S&P小型株600指数に追加

追加 2020/04/02 OTIS Otis Worldwide 資本財・サービス 産業機械 United Technologies (UTX)からスピンオフ

追加 2020/04/02 CARR Carrier Global 資本財・サービス 建設関連製品 United Technologies (UTX)からスピンオフ

追加 2020/03/02 GDI Gardner Denver Holdings Inc 資本財・サービス 産業機械 S&P 1500指数に新たに追加

除外 2020/03/02 XEC Cimarex Energy Co エネルギー 石油・天然ガス探査・生産 S&P中型株400指数に移行

追加 2020/01/27 PAYC Paycom Software 情報技術 アプリケーション・ソフトウェア S&P 1500指数に新たに追加

除外 2020/01/27 WCG WellCare Health Plans ヘルスケア 管理健康医療 Centene (CNC) により買収

追加 2019/12/20 LYV Live Nation Entertainment Inc コミュニケーション・サービス 映画・娯楽 S&P中型株400指数から移行

追加 2019/12/20 STE STERIS plc ヘルスケア ヘルスケア機器 S&P中型株400指数から移行

追加 2019/12/20 ZBRA Zebra Technologies Corp 情報技術 電子装置・機器 S&P中型株400指数から移行

除外 2019/12/20 AMG Affiliated Managers Group Inc 金融 資産運用会社・資産管理会社 S&P中型株400指数に移行

除外 2019/12/20 MAC Macerich Co 不動産 店舗用動産投資信託(REIT) S&P中型株400指数に移行

除外 2019/12/20 TRIP TripAdvisor Inc コミュニケーション・サービス インタラクティブ・メディア及びサービス S&P中型株400指数に移行

追加 2019/12/06 ODFL Old Dominion Freight Line Inc 資本財・サービス 陸運 S&P中型株400指数から移行

除外 2019/12/06 STI SunTrust Banks Inc. 金融　　 地方銀行 BB&T (BBT)により買収

追加 2019/12/04 WRB W.R. Berkley Corp 金融 動産保険・損害保険 S&P中型株400指数から移行

除外 2019/12/04 VIAB Viacom Inc コミュニケーション・サービス 映画・娯楽 CBS (CBS)により買収

追加 2019/10/02 LVS Las Vegas Sands Corp 一般消費財 カジノ・ゲーム S&P 1500指数に新たに追加

除外 2019/10/02 NKTR Nektar Therapeutics ヘルスケア 医薬品 S&P中型株400指数に追加

追加 2019/09/25 NVR NVR 一般消費財 住宅建設 S&P中型株400指数から移行

除外 2019/09/25 JEF Jefferies Financial Group 金融 マルチセクター持ち株会社 S&P中型株400指数に移行

追加 2019/09/20 CDW CDW Corp 情報技術 テクノロジー・ディストリビュータ S&P 1500指数に新たに追加

除外 2019/09/20 TSS Total System Services 情報技術 データ処理・外注サービス Global Payments (GPN)により買収

追加 2019/08/08 LDOS Leidos Holdings Inc 情報技術 ITコンサルティング・その他のサービス S&P中型株400指数から移行

追加 2019/08/08 IEX IDEX Corp 資本財・サービス 産業機械 S&P中型株400指数から移行

除外 2019/08/08 APC Anadarko Petroleum Corp エネルギー 石油・天然ガス探査・生産 Occidental Petroleum (OXY)により買収

除外 2019/08/08 FL Foot Locker Inc 一般消費財 衣料小売り S&P中型株400指数に移行

追加 2019/07/12 TMUS T-Mobile US Inc コミュニケーション・サービス 無線通信サービス S&P1500指数に新たに追加

除外 2019/07/12 RHT Red Hat Inc 情報技術 システムソフトウェア Int'l Bus Machines (IBM)により買収

追加 2019/06/28 MKTX MarketAxess Holdings Inc 金融 金融取引所・データ S&P中型株400指数から移行

除外 2019/06/28 LLL L3 Technologies Inc 資本財・サービス 航空宇宙・防衛 Harris Corp (HRS)により買収

追加 2019/05/31 CTVA Corteva Inc 素材 肥料・農薬 DowDuPontからスピンオフ

除外 2019/06/03 FLR Fluor Corp 資本財・サービス 建設・土木 S&P中型株400指数に追加

追加 2019/04/01 DOW Dow 素材 基礎化学品 DowDuPontからスピンオフ

除外 2019/04/02 BHF Brighthouse Financial 金融 生命保険・健康保険 S&P中型株400指数に追加

追加 2019/02/26 WAB Wabtec Corp 資本財・サービス 建設機械・大型トラック S&P中型株400指数から移行

除外 2019/02/26 GT Goodyear Tire & Rubber 一般消費財 タイヤ・ゴム S&P中型株400指数に移行

追加 2019/02/14 ATO Atmos Energy Corp 公益事業 ガス S&P中型株400指数から移行

除外 2019/02/14 NFX Newfield Exploration エネルギー 石油・天然ガス探査・生産 EnCana (ECA)により買収
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出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス 2021 年 4 月末現在。表は図示する目的のためだけのものです。過去の運用実績は将来の

運用成果を保証するものではありません。 

2021年　5月 イベント

2021年5月3日 4月のマークイット製造業PMI（午前9時45分発表）

2021年5月3日 4月のISM製造業景況指数（午前10時発表）

2021年5月3日 3月の建設支出（午前10時発表）

2021年5月4日 4月の自動車販売台数

2021年5月4日 3月の貿易収支

2021年5月4日 3月の製造業受注（午前10時発表）

2021年5月5日 4月のADP全米雇用統計

2021年5月5日 4月のマークイットサービス業PMI（午前9時45分発表）

2021年5月5日 4月のISM非製造業景況指数（午前10時発表）

2021年5月6日 2021年第1四半期の労働生産性、単位労働コスト

2021年5月7日 4月の雇用統計

2021年5月7日 3月の卸売売上高（午前10時発表）

2021年5月11日 3月のJOLTS（Job Openings and Labor Turnover Survey、求人労働異動調査、午前10時発表）

2021年5月12日 4月の消費者物価指数

2021年5月13日 4月の卸売物価指数

2021年5月14日 4月の小売売上高

2021年5月14日 4月の輸出・輸入物価統計

2021年5月14日 4月の鉱工業生産

2021年5月14日 3月の企業在庫（午前10時発表）

2021年5月14日 5月のミシガン大学消費者信頼感指数（午前10時発表）

2021年5月17日 米国の連邦個人所得税の確定申告の期限2021年4月15日から延長

2021年5月17日 5月のNAHB住宅市場指数（午前10時発表）

2021年5月18日 4月の住宅着工件数と建設許可件数

2021年5月18日 2021年第1四半期の電子商取引売上高（午前10時発表）

2021年5月19日 米連邦公開市場委員会（FOMC）議事録（午後2時発表）

2021年5月20日 4月の景気先行指数（午前10時発表）

2021年5月21日 5月のマークイット総合PMI速報値（午前9時45分発表）

2021年5月21日 4月の中古住宅販売件数（午前10時発表）

2021年5月25日 3月のS&Pコアロジック・ケース・シラー住宅価格指数

2021年5月25日 3月のFHFA住宅価格指数

2021年5月25日 4月の新築住宅販売件数（午前10時発表）

2021年5月25日 5月のコンファレンスボード消費者信頼感指数（午前10時発表） 

2021年5月26日 ダウジョーンズ工業株価平均の1896年5月26日の算出開始から125年

2021年5月27日 4月の耐久財受注

2021年5月27日 2021年第1四半期の国内総生産（GDP）成長率改定値

2021年5月27日 2021年第1四半期の企業利益

2021年5月27日 4月の中古住宅販売仮契約指数（午前10時発表）

2021年5月28日 4月の財の貿易収支

2021年5月28日 4月の個人所得・個人消費支出 （午前10時発表）

2021年5月28日 4月の小売在庫

2021年5月28日 4月の卸売在庫

2021年5月28日 5月のミシガン大学消費者信頼感指数確報値（午前10時発表）

2021年5月31日 米国は祝日市場は休場、銀行も休業

毎水曜日 週間住宅ローン申請指数

毎水曜日 EIA週間石油在庫統計（午前10時30分発表）

毎木曜日 週間新規失業保険申請件数
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免責事項 
著作権© 2021年 S&Pグローバルの一部門であるS&Pダウ・ジョーンズ・インデックスLLC。不許複製、Standard & Poor's、S&P、S&P 500、は、S&Pの

一部門であるスタンダード・アンド・プアーズ・フィナンシャル・サービシーズLLC（以下「S&P」）の登録商標です。LATIXX、MEXICO TITANS及び

SPCIは、Ｓ＆Ｐグローバル一部門であるスタンダード・アンド・プアーズ・フィナンシャル・サービシーズLLC（以下「S&P」）の商標です。「ダウ・ジョ

ーンズ」は、ダウ・ジョーンズ・トレードマーク・ホールディングズLLC（以下「ダウ・ジョーンズ」）の登録商標です。商標は、S&Pダウ・ジョーンズ・

インデックスLLCにライセンス供与されています。本資料の全体または一部の再配布、複製、そして（または）複写を書面による承諾なしに行うことを禁じ

ます。本資料は、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスLLC、ダウ・ジョーンズ、S&P或いはそれぞれの関連会社（これらを合わせて「S&Pダウ・ジョーン

ズ・インデックス」という）が必要なライセンスを持たない地域におけるサービスの提供を行うものではありません。S&Pダウ・ジョーンズ・インデックス

LLCが提供する全ての情報は、個人とは無関係であり、いかなる個人、事業体または集団のニーズに合わせて調整したものでもありません。S&Pダウ・ジョ

ーンズ・インデックスは、その指数を第三者にライセンス供与することに関連した報酬を受けています。指数の過去のパフォーマンスは将来の結果を保証す

るものではありません。 

指数に直接投資することはできません。指数が表すアセット・クラスへのエクスポージャーは、指数に基づく投資可能商品を通して得られます。S&Pダウ・

ジョーンズ・インデックスは、第三者が提供し、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスの指数のリターンに基づく投資リターンを提供することを目指す投資

ファンド、或いはその他のビークルを提供、推奨、販売、宣伝、或いは運用することはありません。S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスは、指数に基づく

投資商品が指数のパフォーマンスに正確に連動し、プラスの投資リターンを上げることについて保証しません。S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスLLCは

投資顧問会社ではなく、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスは、そうした投資ファンド或いはその他の投資ビークルに投資する適否に関して表明すること

はありません。そうした投資ファンド或いはその他の投資ビークルへの投資決定は、本資料で言及されたいかなる部分も信頼して実行されるべきではありま

せん。そうしたファンド或いはその他のビークルに投資しようとする投資家に対して、投資ファンド或いはその他のビークルの発行体またはその代理人が作

成する目論見書または類似文書に記載されているように、そうしたファンドへの投資に伴うリスクを注意深く検討した上で投資することを助言します。指数

への証券の組入は、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスによるその証券の買い、売り、または保有の推奨ではなく、また投資助言でもありません。S&Pの

米国のベンチマーク指数及びダウ・ジョーンズの米国のベンチマーク指数の終値は、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスが、指数構成銘柄の各主要取引所

が設定する終値に基づいて計算します。終値はS&Pダウ・ジョーンズ・インデックスがサードパーティ・ベンダーの1社から受け取り、別のベンダーから届
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す。 

これらの資料は、信頼できると考えられる情報源から一般に公衆が入手できる情報に基づき、情報提供のみを目的として作成されたものです。本資料に記載
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懲罰的、特殊な或いは結果的な損害、費用、経費、法的費用、或いは損失に対しても（逸失収入または逸失利益、及び機会費用を含みそれに限定されず）、

たとえ損害の可能性について事前に通告を受けていようとも、責任を負いません。 

格付けやリサーチ、バリュエーションなどのクレジット関連及びその他の分析は通常、スタンダード・アンド・プアーズ・フィナンシャル・サービシーズ

LLCやキャピタルIQインク（それらに限定されず）などのS&Pダウ・ジョーンズ・インデックスの関連会社が提供します。そうした分析や内容の記述は、表

明された日付時点における意見の記述であり、事実を記述しているものではありません。いかなる意見、分析及び格付確認決定も、いかなる証券を購入、保

有、または売却するか、或いは投資決定を行うことの推奨ではなく、いかなる証券の適合性を示すものではありません。S&Pダウ・ジョーンズ・インデック

スは、いかなる様式または形式であれ公表後に内容を更新する義務を負いません。投資やその他のビジネス上の意思決定を行う際に、内容に頼るべきではな

く、内容はユーザーやその経営者、従業員、アドバイザー、及び（または）顧客などのスキルや判断、経験の代替にはなりません。S&Pダウ・ジョーンズ・

インデックスLLCは、受託者または投資アドバイザーとして行動することはありません。S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスは信頼できると考える情報源

から情報を入手しますが、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスは、入手する情報の監査を行わず、デューディリジェンスまたは独立した検証の義務を負う

こともありません。 

格付け機関が、ある管轄区においてある特定の規制目的のために別の管轄区で発行された格付けを承認することを規制当局が許す限りは、S&Pダウ・ジョー

ンズ・インデックスはいつでもその裁量で、そうした承認を割当て、取り下げ、或いは停止する権利を留保します。S&Pレーティングズ・サービシズを含む

S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスは、承認の割当て、取り下げ、または停止に起因するいかなる義務も、またそのために被ったと主張されるいかなる損

害の賠償責任も拒否します。 

S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスの関連会社は、格付け及び特定のクレジットに関連する分析に対して、通常は発行体または証券の引受会社または債務

者から報酬その他の経済的便益を受ける場合があります。係るS&Pダウ・ジョーンズ・インデックスの関連会社は、その意見と分析を公表する権利を留保し

ます。S&Pレーティングズ・サービシズから公開される格付けや分析は、そのウェブサイトwww.standardandpoors.com (無料)、www.ratingsdirect.com 及

びwww.globalcreditportal.com (有料)から入手可能であり、S&Pレーティングズ・サービシズの出版物や第三者再配布業者などを通じたその他の手段でも配

布される場合があります。弊社の格付け利用料に関する詳しい情報は、 www.standardandpoors.com/usratingsfeesから入手できます。 
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S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスは、各事業部の活動の独立性と客観性を維持するために、それぞれの活動を他から隔離しています。その結果、S&Pダ

ウ・ジョーンズ・インデックスの一部の事業部は、他の事業部では入手できない情報を保有する可能性があります。S&Pダウ・ジョーンズ・インデックス

は、各分析プロセスの中で受け取った非公開情報の機密を守る方針及び手順を確立しています。 

さらに、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスは、広範なサービスを、証券の発行体、投資顧問会社、証券会社、投資銀行、その他の金融機関及び金融仲介

業者など多くの組織に提供しています。したがって、これらの組織から報酬その他の経済的便益を受ける可能性があります。これらの組織には、証券やサー

ビスを推奨し、格付け評価し、モデルポートフォリオに組入れ、評価するか別の対応を行う組織が含まれます。 

グローバル業種分類基準（GICS®）は、スタンダード・アンド・プアーズ及びMSCIによって開発され、両社の独占的所有物であり登録商標です。MSCI、ス

タンダード・アンド・プアーズ及びGICS業種分類の編纂、計算、作成に関わるその他の当事者のいずれも、係るデータの保証や表現（またはその使用によ

り得られた結果）に関していかなる表明や示唆も行っておらず、そうしたすべての当事者は明示的に、特定の目的に照らした係るデータの独自性、正確性、

完全性、販売可能性、適合性に関するいかなる保証も拒否します。前述の内容に制限を加えることなく、いかなる場合もMSCI、スタンダード・アンド・プ

アーズ及びその関連会社及びGICS業種分類の作成または編纂に関わるサードパーティは、いかなる直接的、間接的、特殊的、懲罰的、結果的、その他の損

害（逸失利益を含む）について、例え損害の可能性について事前に通告を受けていようとも、責任を有していません。 

このレポートは、英文原本から参照用の目的でS&Pダウ・ジョーンズ・インデックス（SPDJI）が作成したものです。SPDJIは、翻訳が正

確かつ完全であるよう努めましたが、その正確性ないし完全性につきこれを保証し表明するものではありません。英文原本についてはこ

ちらをご参照ください。https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/performance-reports/sp-global-equity-indices-monthly-

update.pdf?force_download=true  

https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/performance-reports/sp-global-equity-indices-monthly-update.pdf?force_download=true
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/performance-reports/sp-global-equity-indices-monthly-update.pdf?force_download=true

